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すでに、約２００例の子宮液状化細胞診の余剰検体を採取済みである。これらの検体について

５０遺伝子のパネル遺伝子解析を行い、細胞診の結果との比較を行った。細胞診での腫瘍陰性に

もかかわらず、液状化細胞診で遺伝子変異陽性のサンプルについての追加解析を実施した。 

また被験者の中で、がんあるいは前がん病変が同定され治療が行われた患者からは、切除組織の

遺伝子解析も行った。加えて、細胞診で陰性の患者でフォローアップ中にがん化して患者からは

正常内膜組織も収集し、遺伝子解析結果の比較も行った。現在これらの研究結果について論文を

投稿中である。 

 また、腹水を認める卵巣がん（および子宮がん）患者 43例からの腹水および腫瘍組織、唾液

の収集を行っている。これらの症例において腹水・腫瘍組織・唾液での遺伝子解析を行い、遺伝

子変化と臨床情報の比較を行っている。 

 


